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観光地として、あるターゲツ

卜層に訴求してしまうと、逆に

それ以外の層の興昧がうせてし

まうととがある。特に問題とさ

れているのは若者層だ。「最近

の若者は旅行をしなくなったの

では」という声もある。しかし、

よく観察してみると若者と呼ば

れる層も自身の興昧・関心に聖

づいて消費行動を行っている。

従来とはそのあり方が異なって

いるだけなのだ。現代社会には

様々な趣昧がある。休日の過ご

し方も多様だ。こうした状況で、

既存の観光地やイベントに新た

な客層を呼ぶにはと、うすれば良

いだろうか。

なう燈花会と境界の彼方

伝統的芯観光地である奈良公

園一帯では、 1999年から毎年

8月に「なら燈花会（以下、燈

花会）」というイベントが聞か

れている。約2万本のろうそく

に火を灯し、奈良公園帯に設

置するもので、来場者数は10

日間で90万人近くにも芯る。

奈良県内最大級のイベントだ。

岡本健

地域×コンテンツ×コスプレ
異なる組み合わせで新規開拓

この燈花会に、今

年はアニメ『境界の

彼方』とのコラボレ

ションイベント

『燈花会の彼方Jが

登場した。アニメキ

ャラクターの等身大

パネルを設置、燈花

会と『境界の彼方j

とのコラポレショ

ンマップを配布、コラポグッズ

を販売するものだ。『境界の彼

方』は2013年秋に放送された

京都アニメーション製作のアニ

メ作自で、その背景として、奈

良市や橿原市などの風景が用い

られた。

奈良アニメメディア祭

アニメとのコラボに至ったき

っかけは奈良アニメメディア祭

の開催だ。とれは、記紀・万葉

をテーマにしつつ、現代的芯物

語も含めて、奈良のメディア・

コンテンツ・ツーリズムを実践

するものだ。「奈良公園サマー

コスプレフ工スタ」と「記紀・

万葉メディア・コンテンツ・ツ

-ljズムシンポジウム」を聞き、

連携イベントとして「燈花会の

彼方」を開催した。

奈良アニメメディア祭は、奈

良ものがたり観光実行委員会が

I f宣花会の彼方jでパネルを撮影する来場者

実施し、後援に奈良県、奈良市、

奈良市観光協会、奈良県立大学、

奈良県ビジタース、ビ、ユーローが、

協力に奈良女子大学文学部文化

メディア学コースがついた。こ

の委員会は奈良県立大学協働サ

ロンで14年1月22日に聞かれ

た「奈良メディア・コンテンツ

ツ－ljズム研究会」に集まった

メンバーを中心に組織されてい

る。研究会では、デザイン事務

所ア卜り工アクアのフルタアキヒ

口氏と筆者によるコンテンツツ

ーリズムに関する講演の後、実

務家、学者、学生がこれから伺

が出来るかについて集まって議

論し、アイテ、ィアを出し合ったO

奈良には様々な文化資源があ

る。そこに、様々な「コンテン

ツ」を導入していくことにより、

観光資源の新たな魅せ方の開発

や新たな層の開拓ができるので

はと、プロジェク卜が動き始めた。
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アニメが新たな関係を創造

奈良公園サマーコスプレフ工

スタは、燈花会会場でコスブレ

を許可するものだ。2日間の開

催予定だったが台風の影響で、初

日は中止。2日目は聞かれた。

事前申込者80人のうち、実際

の来場は40人だった。こうし

たイベントは天候に左右されや

すいが、半数が来場、熱心な参

加者であることがわかる。コス

プレイヤーにとっては、ろうそ

くに照うされた幻想的な情景を

背景に撮影できる絶好の機会な

のだ。

参加者向けにアンケ←卜調査

をしたところ27の回答が得ら

れた。 20代女性が多く、奈良、

大阪、京都、滋賀からの参加者

がほとんど。ただ、少数広がら

千葉県や岐阜県からの来場もあ

った。注目すべきは「なら燈花

会」へのこれまでの来訪回数だ0

27人中16人が「初めてjと回

答。コスブレフ工スタによって、

これまで燈花会に訪れていなか

った層が訪れるようになってい

る。さらに、奈良県居住者（17 

人）のうち半数が「初めて」と

回答しており、近隣からの参加

者も増やしていることがわかる。

燈花会の彼方では、キャラク

ターの等身大パネルが置かれ、

マップ配布、グッズ販売を行う

ことで作晶ファンの来訪を促し

た。作品を知うす、に燈花会を見

に来た人々にとっても新鮮だ、っ

たようで、外国人観光客を含め

しきりにパネルの写真を撮影し
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ていた。長年続い

たイベントでの新

たな試みは燈花会

ファンの関心も引

いた。奈良を舞台

にしたアニメ作晶

の存在を地元住民

に知らせるメディ

ア的な機能を果た

したのだ。コンテ

ンツ産業サイドか

朝晶画r~ －－－1 _ 

うすると、コンテンツを地域に

訴求させる最適芯広報となるだ

ろう。

さらに、 8月12～ 14日に

は、作品の彼方の舞台となった

奈良ホテルでホテルスタッフに

よる館内ガイドツアーが行われ

た。筆者も14日に参加したが

100人を優に超える参加者が

いた。参加者の幅は広くアニメ

奈良ホテル見学ツアーに集まった人々

のファンはもちろん、 1909年

に建造された辰野金吾氏設計の

ホテルをこの機会に見学しよう

とする人々も多数訪れた。

燈花会や奈良ホテルという

元々ある資源とアニメ作晶 I境

界の彼方Jを掛け合わせるとと
で、それぞれに対し興昧がある

人々をつの場所に集わせ、 各

人の関心を広げているのだ。国

l 今後のポイント ) 

2014年度の取り組みをま その中で、今後の課題として、

とめる意昧も込めて9月28 コンテンツを含めた文化事業

日に奈良女子大学で開催した に、より多くの予算をつけて

記紀・万葉メディア・コンテ いくことの重要性が共有され

ンツ・ツーリズムシンポジウ た。さらに具体的な提案とし

ムでは、マンガ家の里中満智 て、コンテンツを生み出す主

子氏の講演や、奈良女子大学、 体に対して奈良をコンテンツ

奈良県立大学の学生による奈 の背景として用いてもういや

良の情報を発信する試みの発 すいように、奈良の風景や文

表、そして、北海道大学の大 化資源などを積極的に売り込

学院生による奈良公園サマー んでいく組織の必要性が述べ

コスブレフ工スタについての られた。

調査報告が行われた。 各地に資源はたくさんある。

その後、マンガ家や実践家、 この資源をいかに魅せるか、

研究者をパネリストとしてト 現代の観光地に求められてい

ークセッションが行われた。 るのはこの部分だ。
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